
 

協議会事務局では里親同士、里親と児童相談所ま

たは里親と地域社会を『つなぐ』をテーマに事務局

通信を発行しています。 

私たち里親自身が里親のために取材をし、わかり

やすく編集してまいります。 

  
 
 熊本県里親協議会 
  会長 岩見 照也 
 
 熊本県では観測史上初め
てとなる、６月中の梅雨明
けとなりましたが、皆様に
は益々ご清栄のことと 
お喜び申し上げます。 

  
フォスタリング機関の皆さまのご健闘によ 

り里親の登録が順調に進んでおり、新規入会に 
もつながり現在の会員数は１５５世帯(令和４ 
年７月１日現在)となりました。 
 

私たち里親は社会的養育者の一員として子ど 
も達の養育に携わっている訳ですが、国が示し 
た「里親委託ガイドライン」には、特定の大人 
との愛着関係の下で養育されることにより、自 
己の存在を受け入れられているという安心感 
の中で、自己肯定感を育むとともに、人との関 
係において不可欠な、基本的信頼感を獲得する 
ことができると示されています。 
  

子どもは家庭で育つことが自然であり、その 
家庭で育つことが不可能な子どもたちに、家庭 
を提供するのが私たち里親の役目であること 
を心して、里親会の活動をともに進めてまいり 
ましょう。 
 
お知らせ１ 総会説明会及び意見交換会 開催 
 

令和４年度熊本県里親協議会総会は、新型コ

ロナウイルスの感染状況を鑑み、書面議決にて

実施しました。そこで昨年度同様、皆様のご意

見などを直接お伺いするため「総会説明会及び

意見交換会を６月２６日に開催しました。 

皆様のご協力を頂き、有効な意思表示の過半

数の賛成を書面にて議決頂き、令和４年度総会

は成立し、全議案可決されましたのでご報告い

たします。ありがとうございました。 

お知らせ２ ホームページを開設しました！ 

 家庭養護の期待が高まる中で、熊本県里親協

議会の活動を内外に発信し、里親制度の周知理

解、里親への応援者、伴走者を増やすことなど

を目的に、「ホームページ」を開設しました。 

  

協議会事務局では、平成２９年より発行して
います「事務局通信」と「ホームページ」の運
用を２本の柱として取り組みます。 
 各種案内や協議会・各支部活動等を随時発信
していきますので、ぜひご覧ください。 

【熊本県里親協議会 HP】 

 http://www.satooya-kumamoto.net/ 

 

 

 

お知らせ３ ビーチサッカーイベント⚽ 開催 

５月３日にビーチサッカー『アヴェルダージ
熊本』のホームグラウンドで、熊本県里親協議
会主催のビーチサッカーとミニ講演会のイベ
ントが行われ、９３名の方が参加しました。 

ミニゲームの後は、脳腫瘍と闘う中原選手の
ミニ講演会。「一日一日を大切に」という話は心
に残りました。ビーチサッカーはチーム力！中
原選手の周りにはステキな仲間たちがいまし
た。里親協議会もワンチーム！今回のイベント
は多くの方々のご協力で開催できました。 

関係機関はもとより、支援団体ブリッジフォ
ースマイルや企業(コッコファームさん)の応援

もあり、子どもたちにはたくさんの応援団がい
ることを実感した一日でした。(報告:中村) 
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お知らせ４  各支部活動報告 

【熊本市支部】 

■ ６月２５日「小さな勉強会」in 中央区 

 熊本市支部では今年度第１回「小さな勉強会」
(中央区担当)を６月２５日(土)に、フォスタリ
ング機関アグリにて開催しました。 

地区委員の鍋さんを中心に、里親１４名、フ
ォスタリング機関アグリ、里親支援専門相談員

２名が参加しました。未加入の新規里親も参加
され、和やかな雰囲気でした。 

   (報告:支部長 米田、文責:事務局) 
 
【県八代支部】 

■ ６月１２日「田植えサロン」 

八代支部では「田植えサロン」を行いました。
昨年と同じ田んぼ(岩見会長所有)でしたが、倍
の面積です。参加者は８世帯２３人でした。  

今年は田植え網を使った昔ながらの田植え
を楽しみました。子どもの頃に網張りをしたこ

とのある里親の方が懐かしそうでした。参加者
が多く、３０分ほどで終わりましたので、子ど
もたちは物足りなさそうでしたが良い活動と
なりました。秋の稲刈り楽しみです。 

(報告:支部長 岩見、文責:事務局) 

【県 FH 支部】 

■ ５月１８日「定例交流会」 

明徳ファミリーホームにて「定例交流会」を
開催し、７ホームが参加しました。久しぶりに
対面での交流会で、県内３つのフォスタリング
機関にもご案内して行いました。 
 新たに開設されたファミリーホームの紹介
や、児童養護施設等体制強化事業について、各
ホームの現状報告など、大変有意義な会となり
ました。今年度新たに、ファミリーホーム シェ

リールラメゾン(宮本さん)、ファミリーホーム 
ふじのさと(藤本さん)が開設され、県内のファ

ミリーホームは８ホームとなりました。  
(報告: 副支部長 宮津) 

 

【県中央支部】 

 ６月２６日 サロン(荒尾玉名地区) 

 新規登録里親＆相談員、子ども達含め１５名
のにぎやかなサロンが行われました。 

 ５月１２日 サロン(宇土宇城地区) 
 

お知らせ５  活動案内 

【いちごの会】  

 ７月９日(土)１０時より、フォスタリング機
関「アグリ」にて第１回サロン開催。アロマス
プレーづくりと座談会を予定しています。 

【県中央支部】 

 ７月３日(日) 交流会(宇土宇城地区) 

 ７月３日(日)１１時３０分より宇城市田舎茶
房野の花にて交流会を開催します。 

■ ８月２７日 学び＆意見交換会 

 県中央支部ではフォスタリング機関「きらき
ら」との共同企画として、学び＆意見交換会(４
回シリーズ)を予定しています。 

① 私達(里親)が相談したいこと～児相、相談
員、フォスタリング機関、里親会～ 

② 魅力ある里親協議会になるために 

③ 私の家庭が子どもに提供できること 
④ アドボカシーがやってくる  

～独立アドボカシーのシステム～ 
※お申し込みは下記まで 
ｗwjd2525sayoseri@yahoo.co.jp(芹川)                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

この「事務局通信」は、赤い羽根共同募金
配分金を受けて作成したものです          

〈発行編集〉 

熊本県里親協議会 事務局長 宮津美光 

〈熊本県里親協議会 事務所〉 

〒862-0910 熊本市東区健軍本町４‐21 

TEL/FAX  096-201-4295  

Email satooya.kumamoto@ari.bbiq.com 

HP http://satooya-kumamoto.net/ 

～編集後記～ 
今年度は赤い羽根共同募金様より配分を受

け、年４回程「事務局通信」を発行していきま
す。通信の発行を通して里親同士、里親と地域
社会、関係機関とを「つなぐ」役割が大きな評
価を得ています。 
本年度もどうぞよろしくお願いします。 

おことわり 
令和４年度総会資料 第４号議案「令和４年度熊本
県里親協議会予算書(案)」(p.8)収入の部 繰越金今
年度予算額にて誤りがありましたので、お詫びの
上、訂正させていただきます。 
該当資料修正版の送付にて代えさせていただきま
す。申し訳ありませんでした。 
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